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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機ケイ素化合物をベースとする縮合反応により架橋可能な架橋性組成物において、該
組成物は少なくとも１の式
　Ｈ（ＯＣＨ2ＣＨ2）n（ＯＣＨＣＨ3ＣＨ2）p（ＯＣＨ2ＣＨ2）mＯＨ　　（ＩＩＩ）
［式中、
　ｎは　０または１～３０の整数であり、
　ｍは、０または１～３０の整数であり、かつ
　ｎ＋ｍの合計は５より大であり、ならびに
　ｐは、１、２または３である］の化合物および／または該化合物と、加水分解可能な有
機ケイ素化合物との反応生成物を含有していることを特徴とする、有機ケイ素化合物をベ
ースとする縮合反応により架橋可能な架橋性組成物。
【請求項２】
　ｐが、１または２であることを特徴とする、請求項１記載の架橋性組成物。
【請求項３】
　ｐが、１であることを特徴とする、請求項１または２記載の架橋性組成物。
【請求項４】
　（Ａ）少なくとも２つの縮合可能な基を有する有機ケイ素化合物、
　（Ｂ）式（ＩＩＩ）の化合物および／または該化合物と、加水分解可能な有機ケイ素化
合物との反応生成物および場合により
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　（Ｃ）架橋剤
を使用して製造することができることを特徴とする、請求項１から３までのいずれか１項
記載の架橋性組成物。
【請求項５】
　成分（Ｂ）を、有機ケイ素化合物（Ａ）１００質量部に対して、０．０１～５質量部の
量で含有していることを特徴とする、請求項４記載の架橋性組成物。
【請求項６】
　（Ａ）式
　ＲaＹbＳｉＯ(4-a-b)/2　　　　　（Ｉ）
［式中、
　Ｒは、同じであるか、または異なっていてよく、かつ置換されていてもよい炭化水素基
であり、該基は酸素原子により中断されていてもよく、
　Ｙは、同じであるか、または異なっていてよく、かつヒドロキシル基または加水分解可
能な基を表し、
　ａは、０、１、２または３であり、かつ
　ｂは、０、１、２または３であり、ただしその際、ａ＋ｂの合計は、４以下であり、か
つ１分子あたり、少なくとも２つの基Ｙが存在している］の単位を有する有機ケイ素化合
物、
　（Ｂ）式（ＩＩＩ）の化合物および／または該化合物と、加水分解可能な有機ケイ素化
合物との反応生成物、
場合により
　（Ｃ）式
　ＺcＳｉＲ2

(4-c)　　　　　（ＩＶ）
［式中、
　Ｒ2は、同じであるか、または異なっていてよく、かつ置換されていてもよい一価の炭
化水素基であり、これは酸素原子により中断されていてもよく、
　Ｚは、同じであるか、または異なっていてよく、かつ上記でＹに関して記載したものを
表すが、ただしヒドロキシル基は除外され、かつ
　ｃは、３または４である］の架橋剤、
場合により
　（Ｄ）硬化促進剤、
場合により
　（Ｅ）可塑剤
場合により
　（Ｆ）充填材
場合により
　（Ｇ）接着促進剤および
場合により
　（Ｈ）添加剤として、顔料、着色剤、香料、酸化防止剤、電気的な特性に影響を与える
ための添加剤、難燃剤、光安定剤、殺菌剤、皮膜形成時間を延長するための添加剤、気泡
形成剤、熱安定剤、捕捉剤、助触媒、チキソトロープ剤、有機溶剤、または成分（Ａ）と
は異なる任意のシロキサン
からなることを特徴とする、請求項１から５までのいずれか１項記載の架橋性組成物。
【請求項７】
　請求項１から６までのいずれか１項記載の架橋性組成物を架橋することにより製造され
る成形体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、適用の際に極めて良好な取り扱い性を有する、有機ケイ素化合物をベースと
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する架橋性組成物、該架橋性組成物の製造方法ならびに使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　水の排除下で貯蔵可能であり、水が加わると室温で加硫してエラストマーになる一成分
系シーラントは公知である。該生成物は、たとえば建築産業において大量に使用される。
これらの混合物のベースは、シリル基を末端に有し、反応性の置換基、たとえばＯＨ基ま
たは加水分解可能な基、たとえばアルコキシ基またはアセトキシ基を有するポリマーであ
る。さらに該シーラントは、充填材、可塑剤、架橋剤、触媒ならびに添加剤を含有してい
てもよい。添加剤はシーラントの場合、硬化した生成物の選択された適用技術的な特性の
みでなく、硬化の間の、それどころか、すでに適用の間のシーラントの特殊な特性もまた
改善することができる。
【０００３】
　通常、シーラントはチューブ、カートリッジまたはチューブ状のバッグ(Schlauchbeute
l)から押し出され、次いで指または補助手段で継ぎ目に平滑に伸ばされる。シーラントは
この継ぎ目中で実質的に形状を変化させることなく完全に硬化する。まだ硬化していない
シーラントの耐用寿命に作用するレオロジー添加剤は、たとえばＵＳ－Ａ４，３０４，８
９７に記載されている。この場合、記載されているポリエーテル－シリコーン－コポリマ
ーは、シリコーンシーラントの流動性を低減するので、重力の作用下、つまりごくわずか
な剪断力の作用下では流れないか、または最小限流れるにとどまる。
【０００４】
　適用の間、ペースト状のシーラントでは多くの場合、実質的にさらに高い要求が課され
る。たとえばシーラントは平らに伸ばすときに指に、または伸ばすための道具にできる限
り大きく抵抗して継ぎ目を最適な状態に形成することができるべきである。この抵抗は、
規定の成形体を一定の深さまで押し込むために必要とされる力を測定することにより測定
技術的に把握することができる。平らに伸ばす時の抵抗は、専門用語では、「ボディ(bod
y)」とも呼ばれる。しばしばシーラントの加工業者は低すぎる「ボディ」に対して苦情を
呈する。平らに伸ばすのが終わると、シーラントは一般に短い糸引き(Fadenzug)で伸ばす
ための道具から分離し、かつ継ぎ目のきれいな遮断が可能となるべきである。
【０００５】
　ＥＰ－Ａ－８５７７６０には、シリコーンシーラントの糸引きを低減するための多数の
非イオン性化合物、特にポリエチレン－ポリプロピレン－ブロック－コポリマーが記載さ
れている。しかし、いわゆる「ボディ」、つまり上記の継ぎ目におけるシーラントの抵抗
は、改善されないか、またはほとんど改善されない。シーラントの変形に対する十分な抵
抗を得るために、公知の非イオン性化合物は、下地へのシーラントの接着を著しく悪化さ
せるような量で含有されていなくてはならない。従ってこのような量で使用することは実
地では不可能である。
【０００６】
　硬化していないシーラントの、変形に対する抵抗を高めるもう１つの公知の可能性は、
通常、いずれにしても含有される高分散性の充填材の割合を高めることである。しかし、
満足のいく加工特性を達成するために、硬化したゴムが充填材の割合が高すぎることに基
づいて、継ぎ目シーラントとしての適用のために不十分な機械的特性、たとえば高すぎる
硬度または低すぎる延性を有するような量で高分散性充填材を混合物に配合しなくてはな
らない。
【０００７】
　総じてシリコーンシーラントの最適な加工特性は多くの場合、従来技術に相応して、シ
ーラント中で非シリコーン可塑剤が含有されていることにより達成が困難になる。通常は
、石油の蒸留および相応するフラクションの後処理から得られる有機炭化水素を使用する
。該炭化水素は、シーラントを平らに伸ばすときに工具に抵抗するその抵抗を著しく低減
する。
【特許文献１】ＵＳ－Ａ４，３０４，８９７
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【特許文献２】ＥＰ－Ａ－８５７７６０
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って本発明の課題は、上記の欠点を有していない、有機ケイ素化合物をベースとする
架橋性組成物、該組成物の製造方法およびその使用を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題は本発明により、少なくとも１の式
　Ｈ（ＯＣＨ2ＣＨ2）n（ＯＣＨＣＨ3ＣＨ2）p（ＯＣＨ2ＣＨ2）mＯＨ　　（ＩＩＩ）
［式中、
　ｎは　０または１～３０の整数、有利には１～１５の整数であり、
　ｍは、０または１～３０の整数、有利には１～１５の整数であり、かつ
　ｎ＋ｍの合計は５より大であり、ならびに
　ｐは、１、２または３、有利には１または２、特に有利には１である］の化合物および
／または該化合物と、加水分解可能な有機ケイ素化合物との反応生成物を含有している有
機ケイ素化合物をベースとする架橋性組成物により解決されることが判明した。
【００１０】
　架橋性組成物とは、有利には縮合反応により架橋可能な組成物である。
【００１１】
　本発明の範囲では、「縮合反応」という名称は、場合により先行する加水分解工程も包
含すべきである。
【００１２】
　本発明の範囲では、「縮合可能な基」という名称は、場合により先行する加水分解工程
を一緒に含む基であると理解すべきである。
【００１３】
　特に有利には本発明による組成物は、
　（Ａ）少なくとも２つの縮合可能な基を有する有機ケイ素化合物、
　（Ｂ）式（ＩＩＩ）の化合物および／または該化合物と、加水分解可能な有機ケイ素化
合物との反応生成物および場合により
　（Ｃ）架橋剤
を使用して製造することができるものである。
【００１４】
　架橋反応に関与した、使用した有機ケイ素化合物を含有する縮合可能な基とは、任意の
基、たとえばヒドロキシ基、オキシマト基、アミノ基およびオルガニルオキシ基であって
よい。
【００１５】
　本発明により使用される有機ケイ素化合物（Ａ）は、少なくとも２つの縮合可能な基を
有する全ての有機ケイ素化合物であってよい。このような化合物はこれまでも縮合反応に
より架橋可能な組成物中で使用されている。これは、純粋なシロキサン、つまり≡Ｓｉ－
Ｏ－Ｓｉ≡構造であっても、またシルカルバン(Silcarban)、つまり≡Ｓｉ－Ｒ″－Ｓｉ
≡構造［式中、Ｒ″は、場合により置換された、もしくはヘテロ原子による中断されてい
る二価の炭化水素基である］であっても、または任意の有機ケイ素基を有するコポリマー
であってよい。
【００１６】
　有利には、本発明により使用される有機ケイ素化合物（Ａ）は、式
　ＲaＹbＳｉＯ(4-a-b)/2　　　　　（Ｉ）
［式中、
　Ｒは、同じであるか、または異なっていてよく、かつ置換されていてもよい炭化水素基
であり、該基は酸素原子により中断されていてもよく、
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　Ｙは、同じであるか、または異なっていてよく、かつヒドロキシル基または加水分解可
能な基を表し、
　ａは、０、１、２または３であり、有利には１または２であり、かつ
　ｂは、０、１、２または３であり、有利には０、１または２であり、特に有利には０で
あり、ただしその際、ａ＋ｂの合計は、４以下であり、かつ１分子あたり、少なくとも２
つの基Ｙが存在している］の単位を有する化合物である。
【００１７】
　有利にはａ＋ｂの合計は３以下である。
【００１８】
　有利には基Ｒは、１～１８個の炭素原子を有する一価の炭化水素基であり、これは場合
によりハロゲン原子、アミノ基、エーテル基、エステル基、エポキシ基、メルカプト基、
シアノ基または（ポリ）グリコール基により置換されており、その際、（ポリ）グリコー
ル基は、オキシエチレン単位および／またはオキシプロピレン単位から構成されており、
特に有利であるのは１～１２個の炭素原子を有するアルキル基、特にメチル基である。あ
るいはまた基Ｒは、たとえば二つのシリル基を相互に結合する二価の基であってもよい。
【００１９】
　基Ｒのための例は、アルキル基、たとえばメチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、イソ
－プロピル基、１－ｎ－ブチル基、２－ｎ－ブチル基、イソ－ブチル基、ｔ－ブチル基、
ｎ－ペンチル基、イソ－ペンチル基、ネオ－ペンチル基、ｔ－ペンチル基；ヘキシル基、
たとえばｎ－ヘキシル基；ヘプチル基、たとえばｎ－ヘプチル基；オクチル基、たとえば
ｎ－オクチル基およびイソ－オクチル基、たとえば２，２，４－トリメチルペンチル基；
ノニル基、たとえばｎ－ノニル基；デシル基、たとえばｎ－デシル基；ドデシル基、たと
えばｎ－ドデシル基；オクタデシル基、たとえばｎ－オクタデシル基；シクロアルキル基
、たとえばシクロペンチル基、シクロヘキシル基、シクロヘプチル基およびメチルシクロ
ヘキシル基；アルケニル基、たとえばビニル基、１－プロペニル基および２－プロペニル
基；アリール基、たとえばフェニル基、ナフチル基、アントリル基およびフェナントリル
基；アルカリール基、たとえばｏ－、ｍ－、ｐ－トリル基；キシリル基およびエチルフェ
ニル基；およびアラルキル基、たとえばベンジル基、α－およびβ－フェニルエチル基で
ある。
【００２０】
　置換された基Ｒのための例は、メトキシエチル基、エトキシエチル基およびエトキシエ
トキシエチル基である。
【００２１】
　二価の基Ｒのための例は、ポリイソブチレンジイル基およびプロパンジイル末端のポリ
プロピレングリコール基である。
【００２２】
　基Ｙのための例は、ヒドロキシル基ならびに全ての従来公知の加水分解可能な基、たと
えば酸素原子または窒素原子を介してケイ素原子に結合している、場合により置換された
炭化水素基である。
【００２３】
　有利には基Ｙは、ヒドロキシル基、基－ＯＲ1であり、その際、Ｒ1は場合により置換さ
れた炭化水素基であり、これは酸素原子により中断されていてもよく、たとえばメトキシ
基、エトキシ基、ｎ－プロポキシ基、ｉ－プロポキシ基、ｎ－ブトキシ基、ｉ－ブトキシ
基、ｓ－ブトキシ基、ｔ－ブトキシ基および２－メトキシエトキシ基、アシルオキシ基、
たとえばアセトキシ基、アミノ基、たとえばメチルアミノ基、ジメチルアミノ基、エチル
アミノ基、ジエチルアミノ基およびシクロヘキシルアミノ基、アミド基、たとえばＮ－メ
チルアセトアミド基およびベンズアミド基、アミノオキシ基、たとえばジエチルアミノオ
キシ基、オキシモ基、たとえばメチルエチルケトキシモ－およびメチルイソブチルケトキ
シモ基、およびエトキシ基、たとえば２－プロペンオキシ基である。
【００２４】
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　基Ｒ1のための例は、基Ｒに関して記載した一価の基である。
【００２５】
　有利には基Ｒ1は、１～１２個の炭素原子を有するアルキル基であり、特に有利にはメ
チル基またはエチル基である。
【００２６】
　特に有利には基Ｙは、ヒドロキシル基、基－ＯＲ1（Ｒ1は、上記のものを表す）、アセ
トキシ基およびオキシモ基、特にヒドロキシル基、メトキシ基、エトキシ基、アセトキシ
基およびメチルエチルケトキシモ基、とりわけ有利にはアセトキシ基である。
【００２７】
　特に有利には本発明により使用される有機ケイ素化合物（Ａ）は、式
　Ｙ3-fＲfＳｉ－（ＳｉＲ2－Ｏ）e－ＳｉＲfＹ3-f　　　　　（ＩＩ）
［式中、
　ＲおよびＹはそのつど同じであるか、または異なっていてよく、かつ上記のものを表し
、
　ｅは、３０～３０００であり、かつ
　ｆは、０、１または２である］の化合物である。
【００２８】
　有利にはｆは、Ｙが－ＯＨである場合には２であり、かつｆは、Ｙがメトキシ基、エト
キシ基またはアセトキシ基である場合には１または０である。
【００２９】
　有機ケイ素化合物（Ａ）のための例は、
　（ＭｅＯ）2ＭｅＳｉＯ［ＳｉＭｅ2Ｏ］200-2000ＳｉＭｅ（ＯＭｅ）2、
　（ＡｃＯ）2ＭｅＳｉＯ［ＳｉＭｅ2Ｏ］200-2000ＳｉＭｅ（ＯＡｃ）2、
　（ＨＯ）2ＭｅＳｉＯ［ＳｉＭｅ2Ｏ］200-2000ＳｉＭｅ2（ＯＨ）、
　（ＥｔＯ）2ＭｅＳｉＯ［ＳｉＭｅ2Ｏ］200-2000ＳｉＭｅ（ＯＥｔ）2、
　（ＨＯ）ＭｅＶｉＳｉＯ［ＳｉＭｅ2Ｏ］200-2000ＳｉＭｅＶｉ（ＯＨ）、
　（ＭｅＯ）2ＶｉＳｉＯ［ＳｉＭｅ2Ｏ］200-2000ＳｉＶｉ（ＯＭｅ）2、
　（ＡｃＯ）2ＶｉＳｉＯ［ＳｉＭｅ2Ｏ］200-2000ＳｉＶｉ（ＯＡｃ）2、
　（ＡｃＯ）2ＥｔＳｉＯ［ＳｉＭｅ2Ｏ］200-2000ＳｉＥｔ（ＯＡｃ）2、
　（Ｏｘ）2ＭｅＳｉＯ［ＳｉＭｅ2Ｏ］200-2000ＳｉＭｅ（Ｏｘ）2、
　（Ｏｘ）2ＶｉＳｉＯ［ＳｉＭｅ2Ｏ］200-2000ＳｉＶｉ（ＯＭｅ）2、
　（Ｏｘ）2ＥｔＳｉＯ［ＳｉＭｅ2Ｏ］200-2000ＳｉＥｔ（Ｏｘ）2、
　（Ｏｘ）3ＳｉＯ［ＳｉＭｅ2Ｏ］200-2000Ｓｉ（Ｏｘ）3および
　（ＥｔＯ）2ＶｉＳｉＯ［ＳｉＭｅ2Ｏ］200-2000ＳｉＶｉ（ＯＥｔ）2、
その際、Ｍｅはメチル基、Ｅｔはエチル基、Ｖｉはビニル基、Ａｃはアセトキシ基および
Ｏｘはメチルエチルケトキシモ基を表す。
【００３０】
　本発明により使用される有機ケイ素化合物（Ａ）は、そのつど、２５℃で有利に１００
～１０6ｍＰａｓ、特に有利には１０3～３５０００００ｍＰａｓの粘度を有する。
【００３１】
　有機ケイ素化合物（Ａ）は、市販の製品であるか、もしくはケイ素化学において通例の
方法により製造することができる。
【００３２】
　本発明により使用される成分（Ｂ）は、有利には式（ＩＩＩ）の化合物であり、その際
、ＯＨ基はすでに混合の際に、組成物の残りの成分と、特に架橋剤（Ｃ）と、完全に、ま
たは部分的に反応することができる。しかし成分（Ｂ）として、式（ＩＩＩ）の化合物と
、加水分解可能な有機ケイ素化合物、たとえば架橋剤（Ｃ）との反応生成物を使用するこ
とも可能である。
【００３３】
　本発明により使用される成分（Ｂ）は、有利には式中でｎ＋ｍの合計が５～２５である
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式（ＩＩＩ）の化合物であり、特に有利であるのは、式中でｎ＋ｍの合計が１０～１５、
特に１２～１４の値である化合物である。
【００３４】
　本発明により使用される化合物（Ｂ）のための例は、Ｈ（ＯＣＨ2ＣＨ2）5（ＯＣＨＣ
Ｈ3ＣＨ2）（ＯＣＨ2ＣＨ2）10ＯＨ、
　Ｈ（ＯＣＨ2ＣＨ2）6（ＯＣＨＣＨ3ＣＨ2）（ＯＣＨ2ＣＨ2）7ＯＨ、
　Ｈ（ＯＣＨ2ＣＨ2）5（ＯＣＨＣＨ3ＣＨ2）（ＯＣＨ2ＣＨ2）20ＯＨ、
　Ｈ（ＯＣＨ2ＣＨ2）7（ＯＣＨＣＨ3ＣＨ2）（ＯＣＨ2ＣＨ2）7ＯＨ、
　Ｈ（ＯＣＨ2ＣＨ2）2（ＯＣＨＣＨ3ＣＨ2）（ＯＣＨ2ＣＨ2）12ＯＨ、
　Ｈ（ＯＣＨ2ＣＨ2）5（ＯＣＨＣＨ3ＣＨ2）2（ＯＣＨ2ＣＨ2）10ＯＨ、
　Ｈ（ＯＣＨ2ＣＨ2）6（ＯＣＨＣＨ3ＣＨ2）2（ＯＣＨ2ＣＨ2）6ＯＨおよび／またはこ
れらの化合物と架橋剤（Ｃ）との反応生成物であり、その際、Ｈ（ＯＣＨ2ＣＨ2）5（Ｏ
ＣＨＣＨ3ＣＨ2）（ＯＣＨ2ＣＨ2）10ＯＨ、
　Ｈ（ＯＣＨ2ＣＨ2）6（ＯＣＨＣＨ3ＣＨ2）（ＯＣＨ2ＣＨ2）7ＯＨ、
　Ｈ（ＯＣＨ2ＣＨ2）5（ＯＣＨＣＨ3ＣＨ2）（ＯＣＨ2ＣＨ2）20ＯＨ、
　Ｈ（ＯＣＨ2ＣＨ2）7（ＯＣＨＣＨ3ＣＨ2）（ＯＣＨ2ＣＨ2）7ＯＨ、
　Ｈ（ＯＣＨ2ＣＨ2）2（ＯＣＨＣＨ3ＣＨ2）（ＯＣＨ2ＣＨ2）12ＯＨおよび／またはこ
れらの化合物と架橋剤（Ｃ）との反応生成物は有利であり、かつＨ（ＯＣＨ2ＣＨ2）6（
ＯＣＨＣＨ3ＣＨ2）（ＯＣＨ2ＣＨ2）7ＯＨ、
　Ｈ（ＯＣＨ2ＣＨ2）7（ＯＣＨＣＨ3ＣＨ2）（ＯＣＨ2ＣＨ2）7ＯＨ、
　Ｈ（ＯＣＨ2ＣＨ2）2（ＯＣＨＣＨ3ＣＨ2）（ＯＣＨ2ＣＨ2）12ＯＨおよび／またはこ
れらの化合物と架橋剤（Ｃ）との反応生成物は特に有利である。
【００３５】
　化合物（Ｂ）は市販の製品であるか、もしくは有機化学において通例の方法により製造
することができる。
【００３６】
　本発明による組成物は、成分（Ｂ）を、そのつど、有機ケイ素化合物（Ａ）１００質量
部に対して、有利には０．０１～５質量部、特に有利には０．０５～１．０質量部、特に
０．１～０．７質量部の量で含有している。
【００３７】
　本発明による組成物中で場合により使用される架橋剤（Ｃ）は、任意の、従来公知の、
少なくとも３つの縮合可能な基を有する架橋剤、たとえば少なくとも３つのオルガニルオ
キシ基を有するシランまたはシロキサンであってよい。
【００３８】
　本発明による組成物中で場合により使用される架橋剤（Ｃ）は、有利には式
　ＺcＳｉＲ2

(4-c)　　　　　（ＩＶ）
［式中、
　Ｒ2は、同じであるか、または異なっていてよく、かつ置換されていてもよい一価の炭
化水素基であり、これは酸素原子により中断されていてもよく、
　Ｚは、同じであるか、または異なっていてよく、かつ上記でＹに関して記載したものを
表すが、ただしヒドロキシル基は除外され、かつ
　ｃは、３または４である］の有機ケイ素化合物ならびにその部分加水分解物である。
【００３９】
　部分加水分解物は、部分ホモ加水分解物(Teilhomohydrolysate)、つまり式（ＩＶ）の
有機ケイ素化合物の１種の部分加水分解物であっても、式（ＩＶ）の有機ケイ素化合物の
少なくとも２つの異なった種類の部分加水分解物であってもよい。
【００４０】
　式（ＩＶ）中で記載されていないとしても、本発明によれば場合により使用される有機
ケイ素化合物は製造条件によってわずかな割合のヒドロキシル基、有利には全てのＳｉ結
合基の最大で５％までのヒドロキシル基を有していてよい。
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【００４１】
　本発明による組成物中で場合により使用される架橋剤（Ｃ）が、式（ＩＶ）の有機ケイ
素化合物の部分加水分解物である場合、６個までのケイ素原子を有する化合物が有利であ
る。
【００４２】
　基Ｒ2のための例は、上記で基Ｒに関して記載した例であり、その際、１～１２個の炭
素原子を有する炭化水素基が有利であり、かつメチル基およびビニル基が特に有利である
。
【００４３】
　Ｚのための例は、Ｙに関して記載した例であり、ヒドロキシル基は除外される。
【００４４】
　有利には本発明による組成物中で場合により使用される架橋剤（Ｃ）は、テトラメトキ
シシラン、テトラエトキシシラン、テトラプロポキシシラン、テトラブトキシシラン、メ
チルトリメトキシシラン、メチルトリエトキシシラン、ビニルトリメトキシシラン、ビニ
ルトリエトキシシラン、フェニルトリメトキシシラン、フェニルトリエトキシシラン、３
－シアノプロピルトリメトキシシラン、３－シアノプロピルトリエトキシシラン、３－（
グリシドキシ）プロピルトリエトキシシラン、１，２－ビス（トリメトキシシリル）エタ
ン、１，２－ビス（トリエトキシシリル）エタン、メチルトリス（メチルエチルケトキシ
モ）シラン、ビニルトリス（メチルエチルケトキシモ）シラン、テトラキス－（メチルエ
チルケトキシモ）シラン、メチルトリアセトキシシラン、エチルトリアセトキシシラン、
ビニルトリアセトキシシラン、ジメチルジアセトキシシラン、メチルビニルジアセトキシ
シランならびに前記の有機ケイ素化合物の部分加水分解物、たとえばヘキサエトキシジシ
ロキサンである。
【００４５】
　特に有利には本発明による組成物中で場合により使用される架橋剤（Ｃ）は、テトラメ
トキシシラン、テトラエトキシシラン、テトラプロポキシシラン、メチルトリメトキシシ
ラン、メチルトリエトキシシラン、ビニルトリメトキシシラン、ビニルトリエトキシシラ
ン、フェニルトリメトキシシラン、１，２－ビス（トリメトキシシリル）エタン、１，２
－ビス（トリエトキシシリル）エタン、メチルトリス（メチルエチルケトキシモ）シラン
、ビニルトリス（メチルエチルケトキシモ）シラン、メチルトリアセトキシシラン、エチ
ルトリアセトキシシラン、ビニルトリアセトキシシランならびにこれらの部分加水分解物
、特にメチルトリメトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン、メチルトリス（メチルエ
チルケトキシモ）シラン、ビニルトリス（メチルエチルケトキシモ）シラン、メチルトリ
アセトキシシラン、エチルトリアセトキシシラン、ビニルトリアセトキシシランならびに
これらの部分加水分解物である。
【００４６】
　本発明による組成物中で場合により使用される架橋剤（Ｃ）は、市販の製品であるか、
もしくはケイ素化学において公知の方法により製造することができる。
【００４７】
　本発明による組成物が架橋剤（Ｃ）を含有している場合、これはそのつど、有機ケイ素
化合物（Ａ）１００質量部に対して、有利には０．０１～２０質量部、特に有利には０．
５～１０質量部、特に３～８質量部の量である。
【００４８】
　上記の成分（Ａ）、（Ｂ）および場合により（Ｃ）に加えて、本発明による組成物は、
従来、縮合反応により架橋可能な組成物において使用されてきた全てのその他の物質、た
とえば硬化促進剤（Ｄ）、可塑剤（Ｅ）、充填材（Ｆ）、接着促進剤（Ｇ）および添加剤
（Ｈ）を含有していてよい。
【００４９】
　硬化促進剤（Ｄ）として、従来縮合反応により架橋することができる組成物中で使用さ
れる全ての硬化促進剤を使用することができる。硬化促進剤（Ｄ）のための例は、チタン
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化合物および有機スズ化合物、たとえばジ－ｎ－ブチルスズジラウレートおよびジ－ｎ－
ブチルスズジアセテート、ジ－ｎ－ブチルスズオキシド、ジオクチルスズジアセテート、
ジオクチルスズジラウレート、ジオクチルスズオキシドならびにこれらの化合物とアルコ
キシシランとの反応生成物、たとえばテトラエトキシシランであり、その際、ジ－ｎ－ブ
チルスズジアセテートおよびジブチルスズオキシドが、テトラエチルシリケート加水分解
物中で有利であり、かつジ－ｎ－ブチルスズオキシドがテトラエチルシリケート加水分解
物中で特に有利である。
【００５０】
　本発明による組成物が、硬化促進剤（Ｄ）を含有している場合、これはそのつど成分（
Ａ）１００質量部に対して、有利には０．０１～３質量部、０．０５～２質量部の量であ
る。
【００５１】
　可塑剤（Ｅ）のための例は室温で液状の、トリメチルシロキシ基により末端がブロック
された、特に２５℃で５０～１０００ｍＰａｓの範囲の粘度を有するジメチルポリシロキ
サン、室温および大気圧で液状の、実質的に－ＳｉＯ3/2－および＝ＳｉＯ1/2－単位、い
わゆるＴ単位およびＭ単位からなるオルガノポリシロキサン、ならびに高沸点の炭化水素
、たとえば実質的にナフテンおよびパラフィン単位からなるパラフィン油または鉱油であ
る。
【００５２】
　有利には可塑剤（Ｅ）は、高沸点の炭化水素である。
【００５３】
　本発明による組成物は、そのつど有機ケイ素化合物（Ａ）１００質量部に対して有利に
は０～３００質量部、特に有利には１０～２００質量部、特に２０～１００質量部の量で
可塑剤（Ｅ）を含有している。
【００５４】
　充填材（Ｆ）のための例は、非強化充填材、つまり５０ｍ2／ｇまでのＢＥＴ表面積を
有する充填材、たとえば石英、ケイソウ土、ケイ酸カルシウム、ケイ酸ジルコニウム、ゼ
オライト、金属酸化物粉末、たとえば酸化アルミニウム、酸化チタン、酸化鉄または酸化
亜鉛もしくはこれらの混合酸化物、硫酸バリウム、炭酸カルシウム、セッコウ、窒化ケイ
素、炭化ケイ素、窒化ホウ素、ガラス粉末およびプラスチック粉末、たとえばポリアクリ
ロニトリル粉末；強化充填材、つまり、５０ｍ2／ｇより大きいＢＥＴ表面積を有する充
填材、たとえば熱分解法により製造されたシリカ、沈降シリカ、沈降白亜、カーボンブラ
ック、たとえばファーネスブラックおよびアセチレンブラックおよび大きな表面積を有す
るケイ素－アルミニウム－混合酸化物；繊維状の充填材、たとえばアスベストならびにプ
ラスチック繊維である。前記の充填材は、たとえばオルガノシランもしくはオルガノシロ
キサンによるか、またはステアリン酸による処理により、またはヒドロキシル基をアルコ
キシ基へとエーテル化することにより疎水化されていてもよい。充填材（Ｆ）を使用する
場合には、有利であるのは親水性の熱分解法シリカおよび沈降もしくは粉砕された炭酸カ
ルシウムである。
【００５５】
　本発明による組成物は、そのつど、有機ケイ素化合物（Ａ）１００質量部に対して、充
填材（Ｆ）を有利には０～３００質量部、特に有利には１～２００質量部、特に５～２０
０質量部の量で含有している。
【００５６】
　本発明による組成物中で使用される接着促進剤（Ｇ）のための例は、官能基を有するシ
ランおよびオルガノポリシロキサンであり、たとえば、グリシドキシプロピル基、アミノ
プロピル基またはメタクリルオキシプロピル基を有するものである。しかしすでにその他
の成分、たとえば有機ケイ素化合物（Ａ）または架橋剤（Ｃ）が前記の官能基を有してい
る場合には、接着促進剤の添加は断念することができる。
【００５７】
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　本発明による組成物は、そのつど、有機ケイ素化合物（Ａ）１００質量部に対して、接
着促進剤（Ｇ）を有利には０～５０質量部、特に有利には１～２０質量部、とりわけ１～
１０質量部の量で含有している。
【００５８】
　添加剤（Ｈ）のための例は、顔料、着色剤、香料、酸化防止剤、電気的な特性に影響を
与えるための添加剤、たとえば導電性カーボンブラック、難燃剤、光安定剤、殺菌剤、皮
膜形成時間を延長するための添加剤、たとえばＳｉＣ結合したメルカプトアルキル基を有
するシラン、気泡形成剤、たとえばアジドジカルボンアミド、熱安定剤、捕捉剤、たとえ
ばＳｉ－Ｎを含有するシラザンまたはシリルアミド、助触媒、たとえばルイス酸およびブ
レンステッド酸、たとえばスルホン酸、リン酸、リン酸エステル、ホスホン酸およびホス
ホン酸エステル、チキソトロープ剤、たとえばリン酸エステル、有機溶剤、たとえばアル
キル芳香族化合物、ならびに成分（Ａ）とは異なる任意のシロキサンである。
【００５９】
　成分（Ｈ）として使用することができるシロキサンのための例は、式（Ｉ）の単位から
なるものであり、これは分子あたり、正確に１つの基Ｙを有しており、たとえばモノヒド
ロキシジオルガノポリシロキサンである。このような一官能性のシロキサンは、有利には
弾性率を制御するために有利である。
【００６０】
　本発明による組成物が添加剤（Ｈ）を含有している場合には有利であり、該添加剤（Ｈ
）は、そのつど有機ケイ素化合物（Ａ）１００質量部に対して、有利には０．０１～１０
０質量部、特に有利には０．１～３０質量部、特に０．３～１０質量部の量である。
【００６１】
　特に有利であるのは、
　（Ａ）式（Ｉ）の単位を有する有機ケイ素化合物、
　（Ｂ）式（ＩＩＩ）の化合物および／または該化合物と、加水分解可能な有機ケイ素化
合物との反応生成物、
場合により
　（Ｃ）式（ＩＶ）の架橋剤、
場合により
　（Ｄ）硬化促進剤、
場合により
　（Ｅ）可塑剤
場合により
　（Ｆ）充填材
場合により
　（Ｇ）接着促進剤および
場合により
　（Ｈ）添加剤
からなる本発明による組成物である。
【００６２】
　本発明による組成物は、有利には粘性ないしペースト状の組成物である。
【００６３】
　本発明による組成物を製造するために、全ての成分を任意の順序で相互に混合すること
ができる。この混合は、室温および周囲雰囲気の圧力で、つまり約９００～１１００ｈＰ
ａで行うことができる。あるいはまた、この混合は、所望の場合には、より高い温度で、
たとえば３５℃～１３５℃の範囲の温度で行うこともできる。さらに、時々、または常時
、揮発性化合物または空気を除去するために、減圧下で、たとえば３０～５００ｈＰａ絶
対圧力で混合することも可能である。
【００６４】
　本発明による組成物の個々の成分は、そのつど、このような成分の１種であっても、こ
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のような成分の少なくとも２種類からなる混合物であってもよい。
【００６５】
　本発明による組成物の架橋のために、空気の通常の含水率で十分である。本発明による
組成物の架橋は有利には室温で行う。これは、所望の場合には、室温より高いか、もしく
はより低い温度で、たとえば－５℃～１５℃で、または３０℃～５０℃でおよび／または
空気の通常の含水率を超える水の濃度で実施することができる。
【００６６】
　有利には、架橋は１００～１１００ｈＰａの圧力で、特に周囲の雰囲気の圧力で、つま
り約９００～１１００ｈＰａで実施する。
【００６７】
　本発明のもう１つの対象は、本発明による組成物を架橋することにより製造される成形
体である。
【００６８】
　本発明による組成物は、水を排除して貯蔵することができ、水が加わった時に室温で架
橋してエラストマーになる組成物のために使用することができる全ての使用目的のために
使用することができる。
【００６９】
　従って本発明による組成物は、建築物、車両、船舶および航空機の、たとえば垂直方向
の継ぎ目を含めた継ぎ目およびたとえば内径１０～４０ｍｍの類似の空隙のためのシーラ
ントとして、またはたとえば窓建築における、もしくはガラス戸棚を製造する際の接着剤
もしくはパテ材料として、ならびに淡水または海水により常に影響を受ける表面を含む保
護用被覆、または平滑化を妨げる被覆を製造するため、またはゴム弾性の成形体を製造す
るため、ならびに電気的もしくは電子的なデバイスを絶縁するために優れている。
【００７０】
　本発明による組成物は、容易に製造することができ、かつ高い抵抗による変形に抵抗す
るという利点を有する。
【００７１】
　さらに本発明による組成物は、適用の際に極めて良好な取り扱い性を有しており、かつ
多数の適用の際に優れた加工特性を有するという利点を有する。
【００７２】
　本発明による架橋性組成物は、極めて高い貯蔵安定性を有し、かつ高い架橋速度により
優れているという利点を有する。
【００７３】
　さらに本発明による組成物は、適用の際に糸引きが短く、かつ硬化した状態で低い弾性
率を特徴とするという利点を有する。
【００７４】
　以下に記載する例において、全ての粘度の記載は、その他の記載がない限り、温度２５
℃に対する。以下の実施例は、その他の記載がない限り、周囲雰囲気の圧力、つまり約１
０００ｈＰａで、および室温、つまり約２３℃で、もしくは室温で反応相手を添加した時
に付加的な加熱または冷却なしで調整される温度で、ならびに約５０％の相対空気湿度で
実施する。さらに部およびパーセントの全ての記載は、その他の記載がない限り、質量に
対する。
【実施例】
【００７５】
　例１
　粘度８００００ｍＰａ・ｓを有するα，ω－ジヒドロキシポリジメチルシロキサン５２
０ｇおよび４０℃で６．２ｍｍ2／ｓの動粘度、粘度－密度－係数０．７９および３００
～３７０℃の沸点範囲を有する炭化水素混合物１９０ｇを、遊星型ミキサー中で、エチル
トリアセトキシシラン２２ｇおよびメチルトリアセトキシシラン１０ｇと共に５分間、混
合した。引き続き、比表面積１５０ｍ2／ｇを有する熱分解法シリカ（Ｗａｃｋｅｒ－Ｃ
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ｈｅｍｉｅ　ＡＧ社、Ｄ－Ｍｕｅｎｃｈｅｎから商標ＨＤＫ(R)　Ｖ１５で市販）６０ｇ
を配合した。真空下で２０分間均質化した後に、約１３のエチレンオキシド単位および１
のプロピレンオキシド単位からなり、約６００ｇ／モルの分子量を有するポリアルキレン
グリコール２．４ｇおよびジブチルスズジアセテート０．４ｇを真空下で混合した。製造
された生成物を貯蔵するために、水密容器に充填した。
【００７６】
　比較例１Ａ
　粘度８００００ｍＰａ・ｓを有するα，ω－ジヒドロキシポリジメチルシロキサン５２
０ｇおよび４０℃で６．２ｍｍ2／ｓの動粘度、粘度－密度－係数０．７９および３００
～３７０℃の沸点範囲を有する炭化水素混合物１９０ｇを、遊星型ミキサー中で、エチル
トリアセトキシシラン２２ｇおよびメチルトリアセトキシシラン１０ｇと共に５分間、混
合した。引き続き、比表面積１５０ｍ2／ｇを有する熱分解法シリカ（Ｗａｃｋｅｒ－Ｃ
ｈｅｍｉｅ　ＡＧ社、Ｄ－Ｍｕｅｎｃｈｅｎから商標ＨＤＫ(R)　Ｖ１５で市販）６０ｇ
を配合した。真空下で２０分間均質化した後に、ジブチルスズジアセテート０．４ｇを真
空下で混合した。製造された生成物を貯蔵するために、水密容器に充填した。
【００７７】
　比較例１Ｂ
　粘度８００００ｍＰａ・ｓを有するα，ω－ジヒドロキシポリジメチルシロキサン５２
０ｇおよび４０℃で６．２ｍｍ2／ｓの動粘度、粘度－密度－係数０．７９および３００
～３７０℃の沸点範囲を有する炭化水素混合物１９０ｇを、遊星型ミキサー中で、エチル
トリアセトキシシラン２２ｇおよびメチルトリアセトキシシラン１０ｇと共に５分間、混
合した。引き続き、比表面積１５０ｍ2／ｇを有する熱分解法シリカ（Ｗａｃｋｅｒ－Ｃ
ｈｅｍｉｅ　ＡＧ社、Ｄ－Ｍｕｅｎｃｈｅｎから商標ＨＤＫ(R)　Ｖ１５で市販）６０ｇ
を配合した。真空下で２０分間均質化した後に、分子量約６００ｇ／モルを有するポリエ
チレングリコール２．４ｇおよびジブチルスズジアセテート０．４ｇを真空下で混合した
。製造された生成物を貯蔵するために、水密容器に充填した。
【００７８】
　比較例１Ｃ
　粘度８００００ｍＰａ・ｓを有するα，ω－ジヒドロキシポリジメチルシロキサン５２
０ｇおよび４０℃で６．２ｍｍ2／ｓの動粘度、粘度－密度－係数０．７９および３００
～３７０℃の沸点範囲を有する炭化水素混合物１９０ｇを、遊星型ミキサー中で、エチル
トリアセトキシシラン２２ｇおよびメチルトリアセトキシシラン１０ｇと共に５分間、混
合した。引き続き、比表面積１５０ｍ2／ｇを有する熱分解法シリカ（Ｗａｃｋｅｒ－Ｃ
ｈｅｍｉｅ　ＡＧ社、Ｄ－Ｍｕｅｎｃｈｅｎから商標ＨＤＫ(R)　Ｖ１５で市販）６０ｇ
を配合した。真空下で２０分間均質化した後に、分子量約７２５ｇ／モルを有するポリプ
ロピレングリコール２．４ｇおよびジブチルスズジアセテート０．４ｇを真空下で混合し
た。製造された生成物を貯蔵するために、水密容器に充填した。
【００７９】
　製造した全てのシーラントは２０分の被膜形成時間（２５℃、相対湿度５０％）を有し
ており、かつ７日間以内に硬化（２５℃、相対空気湿度５０％）して、ショアーＡ硬度２
０（ＩＳＯ８６８）を有するゴム弾性材料を形成した。
【００８０】
　硬化していない試験体を適用技術的に２５℃で特性決定した。結果は第１表に記載され
ている。
【００８１】
　押出量の測定は、３１０ｍｌのＰＥカートリッジから、押出圧力２．５バールおよびノ
ズル直径３．０ｍｍで行った。
【００８２】
　変形に対するシーラントの抵抗を確認するために、ツヴィック（Ｚｗｉｃｋ）試験装置
を用いて、直径２５ｍｍおよび円筒部分の長さ５ｍｍの半球を、５０ｍｌのＰＥビーカー
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に押し込んだ。測定は、そのつど、ビーカーに気泡が含まれないように硬化していないシ
ーラントを充てんし、かつ表面をならした直後に開始した。
【００８３】
　糸引きとして、半球をシーラント中に２０ｍｍまで押し込んだ後に取り出した時に、付
着しているシーラントが切れて戻るまでの長さを測定した。
【００８４】
【表１】

【００８５】
　例１の混合物は、高い押し込み力と同時に所望の短い糸引きを有し、その際、押出量も
また所望の低い値を有している。
【００８６】
　例２
　粘度８００００ｍＰａ・ｓを有するα，ω－ジヒドロキシポリジメチルシロキサン４７
０ｇおよび粘度１０００ｍＰａ・ｓを有する、トリメチルシリル末端ブロックされたポリ
ジメチルシロキサン２４０ｇを、遊星型ミキサー中で、エチルトリアセトキシシラン２４
ｇおよびメチルトリアセトキシシラン１２ｇと共に５分間、混合した。引き続き、比表面
積１５０ｍ2／ｇを有する熱分解法シリカ（Ｗａｃｋｅｒ－Ｃｈｅｍｉｅ　ＡＧ社、Ｄ－
Ｍｕｅｎｃｈｅｎから商標ＨＤＫ(R)　Ｖ１５で市販）６０ｇを配合した。真空下で２０
分間均質化した後に、約１３のエチレンオキシド単位および１のプロピレンオキシド単位
からなり、約６００ｇ／モルの分子量を有するポリアルキレングリコール２．４ｇおよび
ジブチルスズジアセテート０．４ｇを真空下で混合した。製造された生成物を貯蔵するた
めに、水密容器に充填した。
【００８７】
　比較例Ａ２
　粘度８００００ｍＰａ・ｓを有するα，ω－ジヒドロキシポリジメチルシロキサン４７
０ｇおよび粘度１０００ｍＰａ・ｓを有する、トリメチルシリル末端ブロックされたポリ
ジメチルシロキサン２４０ｇを、遊星型ミキサー中で、エチルトリアセトキシシラン２４
ｇおよびメチルトリアセトキシシラン１１ｇと共に５分間、混合した。引き続き、比表面
積１５０ｍ2／ｇを有する熱分解法シリカ（Ｗａｃｋｅｒ－Ｃｈｅｍｉｅ　ＡＧ社、Ｄ－
Ｍｕｅｎｃｈｅｎから商標ＨＤＫ(R)　Ｖ１５で市販）６０ｇを配合した。真空下で２０
分間均質化した後に、ジブチルスズジアセテート０．４ｇを真空下で混合した。製造され
た生成物を貯蔵するために、水密容器に充填した。
【００８８】
　製造した両方のシーラントは、２０分の被膜形成時間（２５℃、相対空気湿度５０％）
を有しており、かつ７日間以内に硬化（２５℃、相対空気湿度５０％）して、ショアーＡ
硬度（ＩＳＯ８６８）２１を有するゴム弾性材料を形成した。
【００８９】
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　硬化していない試験体を適用技術的に２５℃で、例１に記載されているように特性決定
した。結果は第２表に記載されている。
【００９０】
【表２】

【００９１】
　例２の混合物は、所望のとおり、最小限の押出量で高い押し込み力を有している。
【００９２】
　例３
　シロキサンがジメトキシメチルシリル基および／またはジメトキシビニルシリル基を末
端に有し、かつジメトキシメチルシリル末端基対ジメトキシビニルシリル末端基の比が約
１：１である、粘度８００００ｍＰａ・ｓを有するポリジメチルシロキサン混合物４８０
ｇ、トリメチルシリルにより末端ブロックされ、粘度１０００ｍＰａ・ｓを有するポリジ
メチルシロキサン１７５ｇ、４０℃での動粘度６．２ｍｍ2／ｓ、粘度－密度－係数０．
７９および３００～３７０℃の沸点範囲を有する炭化水素混合物４０ｇ、メチルトリメト
キシシラン２５ｇ、アミノプロピルトリエトキシシラン１部と、メチルトリエトキシシラ
ン－加水分解物１部との反応により製造されたエトキシ含有率３７％を有する接着促進剤
２０ｇ、およびアミノプロピルトリメトキシシラン７ｇを、遊星型ミキサー中で、相互に
混合し、かつ１５分間、攪拌した。引き続き、比表面積１５０ｍ2／ｇを有する熱分解法
シリカ６３ｇ、オクチルホスホン酸１．５ｇ、約１３のエチレンオキシド単位および１の
プロピレンオキシド単位からなり、約６００ｇ／モルの分子量を有するポリアルキレング
リコール２．４ｇ、およびジ－ｎ－ブチルスズジアセテートとテトラエトキシシランとの
反応により製造されたスズ触媒２．８ｇを均質に配合することによりバッチを完成した。
製造された生成物を貯蔵するために、水密容器に充填した。
【００９３】
　比較例３Ａ
　シロキサンがジメトキシメチルシリル基および／またはジメトキシビニルシリル基を末
端に有し、かつジメトキシメチルシリル末端基対ジメトキシビニルシリル末端基の比が約
１：１である、粘度８００００ｍＰａ・ｓを有するポリジメチルシロキサン混合物５６０
ｇ、トリメチルシリルにより末端ブロックされ、粘度１０００ｍＰａ・ｓを有するポリジ
メチルシロキサン９０ｇ、４０℃での動粘度６．２ｍｍ2／ｓ、粘度－密度－係数０．７
９および３００～３７０℃の沸点範囲を有する炭化水素混合物４０ｇ、メチルトリメトキ
シシラン２５ｇ、アミノプロピルトリエトキシシラン１部と、メチルトリエトキシシラン
－加水分解物１部との反応により製造されたエトキシ含有率３７％を有する接着促進剤２
０ｇ、およびアミノプロピルトリメトキシシラン７ｇを、遊星型ミキサー中で、相互に混
合し、かつ１５分間、攪拌した。引き続き、比表面積１５０ｍ2／ｇを有する熱分解法シ
リカ６３ｇ、オクチルホスホン酸１．５ｇおよびジ－ｎ－ブチルスズジアセテートとテト
ラエトキシシランとの反応により製造されたスズ触媒２．８ｇを均質に配合することによ
りバッチを完成した。製造された生成物を貯蔵するために、水密容器に充填した。
【００９４】
　製造された両方のシーラントは、１０分間の皮膜形成時間（２５℃、相対空気湿度５０
％）を有しており、かつ７日間以内に硬化（２５℃、相対空気湿度５０％）して、ショア
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ーＡ硬度１９（ＩＳＯ８６８）を有するゴム弾性材料を形成した。
【００９５】
　硬化していない試験体を適用技術的に２５℃で例１に記載されているように特性決定し
た。結果は第３表に記載されている。
【００９６】
【表３】

【００９７】
　例３の混合物は、所望のとおり最小限の押出量で高い押し込み力を有している。
【００９８】
　例４
　シロキサンがジメトキシメチルシリル基および／またはジメトキシビニルシリル基を末
端に有し、かつジメトキシメチルシリル末端基対ジメトキシビニルシリル末端基の比が約
１：１である、粘度３０００００ｍＰａ・ｓを有するポリジメチルシロキサン混合物３０
０ｇ、トリメチルシリルにより末端ブロックされ、粘度１０００ｍＰａ・ｓを有するポリ
ジメチルシロキサン１８０ｇ、メチルトリメトキシシラン２５ｇおよびアミノプロピルト
リエトキシシラン１部と、メチルトリエトキシシラン－加水分解物１部との反応により製
造されたエトキシ含有率３７％を有する接着促進剤２０ｇを、遊星型ミキサー中で、相互
に混合し、かつ１５分間、攪拌した。引き続き、平均粒径５μｍを有する粉砕された炭酸
カルシウム２４０ｇ、比表面積１５０ｍ2／ｇを有する熱分解法シリカ４０ｇ、オクチル
ホスホン酸１．５ｇ、約１３のエチレンオキシド単位および１のプロピレンオキシド単位
からなり、約６００ｇ／モルの分子量を有するポリアルキレングリコール２．４ｇ、およ
びジ－ｎ－ブチルスズジアセテートとテトラエトキシシランとの反応により製造されたス
ズ触媒２．８ｇを均質に配合することによりバッチを完成した。製造された生成物を貯蔵
するために、水密容器に充填した。
【００９９】
　比較例４Ａ
　シロキサンがジメトキシメチルシリル基および／またはジメトキシビニルシリル基を末
端に有し、かつジメトキシメチルシリル末端基対ジメトキシビニルシリル末端基の比が約
１：１である、粘度３０００００ｍＰａ・ｓを有するポリジメチルシロキサン混合物３０
０ｇ、トリメチルシリルにより末端ブロックされ、粘度１０００ｍＰａ・ｓを有するポリ
ジメチルシロキサン１８０ｇ、メチルトリメトキシシラン２５ｇ、アミノプロピルトリエ
トキシシラン１部と、メチルトリエトキシシラン－加水分解物１部との反応により製造さ
れたエトキシ含有率３７％を有する接着促進剤２０ｇを、遊星型ミキサー中で、相互に混
合し、かつ１５分間、攪拌した。引き続き、平均粒径５μｍを有する粉砕された炭酸カル
シウム２４０ｇ、比表面積１５０ｍ2／ｇを有する熱分解法シリカ４０ｇ、オクチルホス
ホン酸２．０ｇおよびジ－ｎ－ブチルスズジアセテートとテトラエトキシシランとの反応
により製造されたスズ触媒２．０ｇを均質に配合することによりバッチを完成した。製造
された生成物を貯蔵するために、水密容器に充填した。
【０１００】
　製造された両方のシーラントは、１０分間の皮膜形成時間（２５℃、相対空気湿度５０
％）を有し、かつ７日間以内に硬化（２５℃、相対空気湿度５０％）して、ショアーＡ硬
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度（ＩＳＯ８６８）２０を有するゴム弾性材料を形成した。
【０１０１】
　硬化していない試験体を適用技術的に２５℃で例１に記載されているとおりに特性決定
した。その結果は第４表に記載されている。
【０１０２】
【表４】

【０１０３】
　例４の混合物は、所望のとおり、最小限の押出量で高い押し込み力およびわずかな糸引
きを有していた。
【０１０４】
　例５
　粘度８００００ｍＰａ・ｓを有するα，ω－ジヒドロキシポリジメチルシロキサン４２
０ｇおよび粘度１０００ｍＰａ・ｓを有するトリメチルシリル末端ブロックされたポリジ
メチルシロキサン２６０ｇを、遊星型ミキサー中で、メチルトリブタノンオキシモシラン
３６ｇおよびテトラブタノンオキシモシラン４ｇと共に５分間、混合した。引き続き、比
表面積１５０ｍ2／ｇを有する熱分解法シリカ（Ｗａｃｋｅｒ－Ｃｈｅｍｉｅ　ＡＧ社、
Ｄ－Ｍｕｅｎｃｈｅｎから商標ＨＤＫ(R)　Ｖ１５で市販）６４ｇを配合した。真空下で
２０分間均質化した後に、約１３のエチレンオキシド単位および１のプロピレンオキシド
単位からなり、約６００ｇ／モルの分子量を有するポリアルキレングリコール２．４ｇ、
アミノプロピルトリエトキシシラン１部と、メチルトリエトキシシラン－加水分解物１部
とを反応させることにより製造され、エトキシ含有率３７％を有する接着促進剤１５ｇ、
およびジ－ｎ－ブチルスズジアセテートとテトラエトキシシランとの反応により製造され
たスズ触媒０．４ｇを真空下で混合した。製造された生成物を貯蔵するために、水密容器
に充填した。
【０１０５】
　比較例５Ａ
　粘度８００００ｍＰａ・ｓを有するα，ω－ジヒドロキシポリジメチルシロキサン４２
０ｇおよび粘度１０００ｍＰａ・ｓを有するトリメチルシリル末端ブロックされたポリジ
メチルシロキサン２６０ｇを、遊星型ミキサー中で、メチルトリブタノンオキシモシラン
３６ｇおよびテトラブタノンオキシモシラン４ｇと共に５分間、混合した。引き続き、比
表面積１５０ｍ2／ｇを有する熱分解法シリカ（Ｗａｃｋｅｒ－Ｃｈｅｍｉｅ　ＡＧ社、
Ｄ－Ｍｕｅｎｃｈｅｎから商標ＨＤＫ(R)　Ｖ１５で市販）６４ｇを配合した。真空下で
２０分間均質化した後に、アミノプロピルトリエトキシシラン１部と、メチルトリエトキ
シシラン－加水分解物１部とを反応させることにより製造され、エトキシ含有率３７％を
有する接着促進剤１５ｇ、およびジ－ｎ－ブチルスズジアセテートとテトラエトキシシラ
ンとの反応により製造されたスズ触媒０．４ｇを真空下で混合した。製造された生成物を
貯蔵するために、水密容器に充填した。
【０１０６】
　製造された両方のシーラントは、１５分間の皮膜形成時間（２５℃、相対空気湿度５０
％）を有し、かつ７日間以内に硬化（２５℃、相対空気湿度５０％）して、ショアーＡ硬
度（ＩＳＯ８６８）２０を有するゴム弾性材料を形成した。
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【０１０７】
　硬化していない試験体を適用技術的に２５℃で例１に記載されているように特性決定し
た。結果は第５表に記載されている。
【０１０８】
【表５】

【０１０９】
　例５の混合物は、所望のとおり、低い押出量およびわずかな糸引きで高い押し込み力を
有している。
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